
熊野町立熊野中学校区の

実践

成果と課題

探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業



今年度の研究テーマ

（昨年度）

「小中学校で系統性をもたせたよりよい自分を創造するための　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域を題材とした単元の開発」

（今年度）

「地域を題材とした単元における表現力の育成

　　　　　　～ルーブリックの活用を通して～」
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昨年度の成果と課題
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（成果）

➢ 資質・能力を小中の系統
性をもたせる形で整理で
きた

➢ 小中共通のルーブリックを
作成できた

（課題）

➢ ルーブリックの活用
➢ カリキュラムの内容レベル

での連携



研究の進め方
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● ルーブリックの活用

● カリキュラム内容レベルでの連携

● 各校における「表現力」のルーブリックの活
用

● 発達段階に応じ防災・減災学習を含めた
「地域」を題材とする単元の開発

課題

方策

単元



育成する資質・能力
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「メタ認知」「協働」「表現力」の
３つの領域を設定

→各校の資質・能力を整理
→小中学校で段階性をもたせる



表現力のルーブリック
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ルーブリックの活用
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カリキュラムの内容レベルでの連携
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単元の開発

（熊野第一小学校「伝えよう！命の守り方」）
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単元の開発

（熊野第三小学校「伝えよう！命の守り方」）
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単元の開発
（熊野中学校「“避難したくなる避難所”を自分たちでつくろう」）
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成果と課題
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成果と課題
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成果と課題
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成果と課題
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（成果）
● ルーブリックを意識した単元開発の実施後に行った，熊野中学校における生

徒アンケートの結果において熊野中学校区で設定した育成したい資質・能力
の「メタ認知」「協働」「表現力」のすべての領域において，生徒の自己評価が
向上した。

● 中学校において３学年分，小学校においてはそれぞれの発達段階に応じて，
「防災・減災学習」の単元を開発することができた。

● 各校で開発した単元において，「学びを深める」・「課題を自分ごととしてとらえ
る活動」を取り入れることができた。その活動の中で地域の人々や機関などと
協働して学習活動を進めることができた。

● 中学校第３学年の「自己表現」活動で各生徒が自分のことを方法を工夫しな
がら表現できるようになった。



成果と課題
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（課題）
● 全体での育成したい資質・能力の評価が伸びていないため，それぞれの段階

で身に付けさせたい力を児童生徒と共有し，さらに効果的に開発した単元を改
善していく必要がある。

● 各単元での評価場面が文章表現ではなく，作品やプレゼンテーションの場合
もあるため，ルーブリックの見直しを今後も継続する必要がある。

● 「防災・減災学習」においては，内容で重複する場合があるため，発達段階に
応じて，学習する内容などを小中学校で確認し，系統的に学習できるように単
元の改善を進める。

● 「より質の高い学び」を実現するために，「育成したい資質・能力」の内容を小
中学校でそれぞれ改善し，共有する。


